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審 査 の 結 果 の 要 旨
　毛髪の代表的な老化現象である白髪は，毛根部における色素産生能の低下が原因であることが知られてい
る。近年，白髪の予防，治療においては，色素産生酵素の活性化だけでは不十分であり，毛球部の色素細胞
数を増加させる必要があることが分かってきた。白髪の治療のためには，色素幹細胞の分化・増殖プロセス
の解析に基づく，毛周期に伴った毛髪の色素細胞再生システムの解明が必須であると考えられている。幹細
胞の制御機構の解明は，生体の恒常性を理解する上で，重要な課題である。
　本論文において，毛髪における色素幹細胞の存在や，毛周期に伴った色素細胞再生サイクル，また幹細胞
制御に関わる増殖因子などについての新たな知見が示された。今後，毛髪における幹細胞の未分化状態維持
システム，ならびに分化・増殖ステージへの移行制御機構の解明により，生体に普遍的に存在する幹細胞の
共通制御システムの発見，さらには幹細胞制御不全に伴う様々な病気や老化に関する諸症状に対する予防，
治療法の開発につながることが期待される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
